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［要約］本研究ではジュニアドクター育成塾において、参加児童生徒の興味、関心を一定にしたいジェネラリス

ト育成の観点からWOWWアプローチを導入し、効果があったと考えられる 3事例を提示し、その意義と課題に

ついて考察することを目的とした。全 20回の講座の内、6回において 3名のコーチが実施し、全体のフィードバ

ックと終了後にコンプリメントカードを配布した。参加児童生徒には講座終了後に育成したい人材像ごとにスケ

ーリング・クエスチョンを行い、評価理由と次回目標について尋ねた。３事例の検討から参加児童生徒にスケー

リング・クエスチョンの評価理由や次回目標を書いてもらうことにより，授業の振り返り，省察に繋がっている

こと、WOWW アプローチでコーチたちが全体、個別にコンプリメントしていくことにより、参加児童生徒が育

てたい人材像に向かって努力するサポートが行えていることが考えられた。今後の課題としてよりきめ細やかな

実践が考えられる。 
［キーワード］ジュニアドクター育成塾， WOWW アプローチ，スケーリング・クエスチョン，コンプリメン

ト 
 
Ⅰ.はじめに 

 愛媛大学ではこれまでジュニアドクター育成塾を

行ってきた。ジュニアドクター育成塾とは「科学技術

イノベーションを牽引する傑出した人材の育成に向

けて、高い意欲や突出した能力のある小中学生を発掘

し、さらに能力を伸長する体系的育成プランの開発・

実施を行うことを支援」(科学技術振興機構，2015）す

ることを目的としている。愛媛大学では毎年度ごとに

小学校 5年生から中学校 3年生までの児童生徒を第 1

段階受講生として 40 名募集し、原則土曜日に 3 時間

の講座を行っている。ジュニアドクター育成塾を行っ

ていく中で、参加児童生徒の興味、関心がばらつくこ

とがジェネラリスト育成の観点から課題とされた。な

るべく参加児童生徒の興味、関心を一定にして参加し

てもらうための援助の一つとして、解決志向ブリーフ

セラピー (Solution-Focused Brief Therapy: De 

Jong,Berg,2016)を元にしたWOWWアプローチ(Working 

on What Works: うまくいっていることに取り組む、

の略)を導入する試みを本研究では行った。 

 解決志向ブリーフセラピーは心理療法の1種であり、

実現可能な目標を立て、それを実現していく際に例外

を重視する(De Jong, Berg,2016)。その際の技法とし

てコンプリメント(Compliment)が行われる。コンプリ

メントとは「クライアントが語り、感じ、そして 信じ

ていることをカウンセラーが承認し、そしてカウンセ

ラーとクライアントとを結び付けている多様な問題

に対して 彼らが示している態度を肯定し、敬意を表

すプロセスである」 (Berg,1994)と定義されている。

WOWW アプローチは解決志向ブリーフセラピーにおけ

るコンプリメントを教育現場に活用し、「クラスの教

育の質に働きかける」(Berg, Shilts, 2004)アプロー

チである。WOWWアプローチでは授業に教員、児童生徒

に加えて、コーチが参加することが特徴である。コー

チは児童生徒の授業態度を見て、コンプリメントを中

心としたフィードバックを行う。それを元に児童生徒

自らが目標を立て、それを目指してスケーリング・ク

エスチョン(Scaling Question,以下 SQ)を元にした振

り返りをクラスで行っていく。先行研究では WOWW ア

プローチの効果として教師の評価として生徒が行儀

よくしていた報告(Kelly, Kim, Franklin, 2008)や、

対人信頼感、自尊感情が高くなること(関山,神田,久

能,2007) ，学級生活に満足を覚える児童の増加(田島,

相模,2011)といった結果が見られ、個人の介入として

も青柳,相模(2014)は適応指導教室において不登校生

徒に導入し、再登校に至った事例を紹介している。

WOWWアプローチを導入することで、ジュニアドクター
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育成塾に参加する児童生徒の興味、関心や参加意欲が

高まることが予想され、本研究の導入に意義があると

考えた。 

以上のことから本研究では前述のジュニアドクタ

ー育成事業において WOWW アプローチを試験的に導入

し、効果があったと考えられる3事例を提示し、その

意義と課題について考察することを目的とする。 

Ⅱ．ジュニアドクター育成塾について 

 愛媛大学ジュニアドクター育成塾では前述のよう

に行われており、対象とした X年度は小学校 5年生か

ら中学 3年生の 46名の児童生徒が参加した。X年 7月

から 3月まで20回(開校式、閉校式を除く)行われた。

愛媛大学ジュニアドクター育成塾では育成したい人

材像として以下を掲げている。 

・既存の科学についてブレークスルーとなる疑問を持

つ：「なぜを問う力」 

・疑問の解決のために様々な挑戦を行う：「なぜを問う

力」 

・得られた結果について多角的にねばり強く考える：

「考える力」 

・自らの考えを突き詰めシンプルな問いに帰結する：

「考える力」 

・自らの知見を他者にわかりやすく表現する：「表現す

る力」 

・得意・不得意とは関係なく，他者の知見を理解し，

吸収する：「表現する力」 

・課題に対して他者と協働して解決する：「協働する力」 

・科学という共通言語を通して，多くの人と協働する：

「協働する力」 

・未来に繋がる科学者ネットワークを形成する：「協働

する力」 

・よりよい社会と人生を構築する基礎となる人間性：

「学びに向かう力」 

・SDGｓや地域に適した社会の構築ができる人間性：

「学びに向かう力」 

Ⅲ．方法 

1.WOWWアプローチについて 

 WOWWアプローチ実施については全20回の講座の内、

6回において3名の大学院生によるコーチ(池田、菊池、

藤井)が実施した。対象年度は第 1 段階の受講であっ

た。コーチたちが講座を観察し、全体でのフィードバ

ックを行い、後日、コーチがロイロノートを通じて個

別に参加児童生徒にコンプリメントを行ったコンプ

リメントカードを配布した。 

2.SQを用いた調査 

参加児童生徒には「振り返りシート」を用いて，講座

内容への関心と前述の育てたい人材像ごとに SQ を行

い、その評価理由と次回目標を書いてもらった。「振り

返りシート」の内容は以下の通りである。 

①今日の内容はどのくらい関心がありましたか？当

てはまるなあと思う数字に○を付けてください。1 が

関心がない、10がとても関心があるとすればいくつで

すか。 

②今日は「なぜ？を問う力」の目標がどのくらい達成

していたか質問します。1 が目標が全く達成できてい

ない時、10がだいたい目標が達成できているとすれば

いくつですか？ 

③今日は「考える力」の目標がどのくらい達成してい

たか質問します。1が目標が全く達成できていない時、

10 がだいたい目標が達成できているとすればいくつ

ですか？ 

④今日は「分かって、伝える力」の目標がどのくらい

達成していたか質問します。1 が目標が全く達成でき

ていない時、10がだいたい目標が達成できているとす

ればいくつですか？ 

⑤今日は「みんなと協力して解決する力」の目標がど

のくらい達成していたか質問します。1 が目標が全く

達成できていない時、10がだいたい目標が達成できて

いるとすればいくつですか？ 

⑥今日は「学びに向かう力」の目標がどのくらい達成

していたか質問します。1 が目標が全く達成できてい

ない時、10がだいたい目標が達成できているとすれば

いくつですか？ 

⑦②-⑥は どんなことができていたからその数字に

なりましたか？ 

⑧②-⑥の数字があと一つ上がるためにどんなことを

する必要がありますか？ 

3.倫理的配慮 

 WOWW アプローチ実施にあたっては愛媛大学教育学

部研究倫理委員会の審査を受けて行った。事例提示に

ついては本人及び保護者に論文をご確認いただき、署

名を得て愛媛大学教育学部研究倫理委員会の審査（受
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付番号 R5-34）を受けた。 

 

Ⅳ.事例提示 

 本研究では代表的な事例を 3事例提示する。変化が

見られる場面について振り返りシートの記述、WOWWア

プローチを行った回では全体のフィードバックの事

例に関係すると考える箇所(A に記載)、コンプリメン

トカードの記述を以下に記す。なお、紙数の都合ゆえ、

15回目までの記入を対象とした。 

1.A(中学 2年生女子)  

初回(X年７月) 

振り返りシート:①９②１０③９④９⑤８⑥８⑦②の

なぜ？を問う力では、写真をとる時に常に「なぜこの

動物はこんな動きをしているのか？」「なぜ檻の中に

こんな物があるのか？」と考えられたので、10番にし

ました。③の考える力では、皆が疑問に思ったことを

発表している時に、自分も一緒に考えられたので、9番

にしました。④の分かって、伝える力では、写真をと

る時に班の子と「この動物はこんな理由でこうしてい

るのだよね。」と意見を言い合えたので 9 番にしまし

た。⑤の皆と協力して解決する力では、特定の子とし

か話せなかったので、8 番にしました。⑥の学びに向

かう力では、自分で新しい問いを見つけられなかった

ので、8番にしました。⑧考える力を10にするために、

もっと自分の中で考えようと思いました。分かって、

伝える力を 10 にするために、次はもっと自分の意見

を言おうと思います。皆と協力して解決する力を９に

するために、次はいろんな子と話そうと思います。学

びに向かう力を 9にするために、次からは常にいろん

な事に疑問を持ち、自分なりの問いを見つけようと思

います。 

２回(X年８月) WOWWアプローチ初回 

振り返りシート:①10②9③10④10⑤10⑥9⑦②のなぜ

を問う力では、メダカの卵がナザこのような順番にな

るのかを考えながら並べられたので、9番にしました。

③の考える力でも、メダカの卵の順番をしっかり考え

ることができたので10番にしました。④の分かって、

伝える力では、メダカの卵成長の順番をしっかり理解

し、班の子と考えを伝え合うことができたので 10 番

にしました。⑤のみんなと協力して考える力では、ゾ

ウリムシの見方をみんなで考えて、観察する時も協力

できたので 10 番にしました。⑥の学びに向かう力で

は、ゾウリムシがなぜ光るのか、という問いしか考え

られなかったので 9番にしました。⑧②のなぜ？を問

う力を 10 にするために、疑問を持ったら常に自分の

中で仮説を立てるようにしたいです。⑥の学びに向か

う力を 10 にするために、常に疑問を持って活動する

ようにしたいです。 

全体のフィードバック：(中略)Aさん他 3名は先生の

言ったことをメモしていました。 (中略)Aさん他 6名

は点描が丁寧にスケッチをしていて、きれいだなと思

いました。 (中略)Bの 班のみんなは「やりましたー？」

と言って確認しながら進めていて、チームで協力して

話し合って取り組んでいるなあと思いました。A さん

他3名は観察した絵がきれいにかけているなあと思い

ました。(中略)来週中にはコンプリメントシートが届

くので、また見てみてください。 

コンプリメントカード：こんにちは。最初先生の話の

ときにメモを取っていて聞く姿勢がすごいと思いま

した。スケッチも細かく丁寧にかけていてしっかり見

ていると思いました。今後も先生の話を聞くときや観

察し、記録するときにまた続けてみてください。 

3回(X年８月キャンプ初日) 

振り返りシート:①10②10③10④10⑤９⑥10⑦②の

「なぜを問う力」では、昆虫の講義・実習のとき、「な

ぜ特定のチョウがこんなにいるのか」などと考えるこ

とができたので 10にしました。また、天体観測のとき

も、「なぜこの星座はこんな名前なのか」などを考える

ことができました。③の考える力では、1 番で思った

ような疑問の答えを自分なりに考えられたのでこれ

も 10にしました。④の「分かって、伝える力」では、

採集した昆虫の名前を調べるとき、その虫の特徴から

判断して皆に伝えることができたので10にしました。

⑤の「みんなと協力して考える力」では、3 班の皆と

協力して昆虫の名前をあてることができたので 10 に

しました。⑥の「学びに向かう力」では、講座をして

いる先生の話を真面目に聞けたので９にしました。ま

た、自分が知りたいことや興味があること、疑問に思

ったことも考えることができました。でも、「それをど

うやって調べるのか」など、その先を考えられません

でした。⑧⑥の「学びに向かう力」を10にするために、

次からは常に疑問とそれをどう解決するかなど、自分

の中でしっかり考えようと思います。 

4回(X年８月キャンプ 2日目) 

振り返りシート:①10②10③10④10⑤10⑥10⑦②の

「なぜを問う力」では、常に「なぜこの植物はこうい

科学教育研究センター紀要　Vol.3（2024）

53



う名前なのか？」と考えられたので10にしました。③

の考える力では、「植物の特徴から、自分ならこの植物

になんて名前をつけるか」などと考えられたので10に

しました。④の「分かって、伝える力」では、草の名

前を理解してみなに伝えたりできたので 10 にしまし

た。⑤の「みんなと協力して考える力」では、みんな

と協力して草花の名前を考えられたので 10 にしまし

た。⑥の「学びに向かう力」では、「他の草花の名前や

特徴をもっと知りたい。」などと思えたので 10にしま

した。⑧記載なし 

5回(X年８月) WOWWアプローチ 2回目 

振り返りシート:①10②８③10④9⑤9⑥9⑦②の「なぜ

を問う力」では、なぜ新聞のつくりが決まっているの

か？や、なぜ記事の整理整頓が大切なのか、などを考

えられたので８にしました。③の考える力では、どん

な見出しにすれば面白いかや、どんな文が読みやすい

かなど、いつもよりたくさんのことを考えられたので

10にしました。④の「分かって、伝える力」では、自

分が分かったことを進んで発表できたので9にしまし

た。⑤の「みんなと協力して考える力」では、新聞に

ついて友達と話し合い、よりよくするための努力がで

きたので 9にしました。⑥の「学びに向かう力」では、

新聞を作っている人に対しての疑問を常に考えられ

たので 9 にしました。⑧②の「なぜを問う力」では、

もっとたくさん疑問を見つけるように常に努力する

ことです。④の「分かって、伝える力」では、自信が

なくてももっと積極的に発表することです。⑤の「み

んなと協力して考える力」では、もっとたくさんの人

と話すことです。⑥の「学びに向かう力」では、1番と

同じで常に疑問を見つけられるよう努力すること、学

んだことを生かせるようにがんばることです。 

全体のフィードバック：お疲れさまでした。こんにち

は。(中略)今日は新聞、マスメディアの一つとして新

聞を取り上げもらって、情報をどのように伝えるか、

記事づくりを通して学ばれたかなというふうに思い

ます。えっとワークや具体的な進め方の説明のときに

はしっかり顔を上げて集中して進められていたなと

思います。あの、1時からまもなく 3時間近く経とう

としているのですが、本当に最後まで集中力とぎらせ

ずにしっかり頑張られていたなと感心しました。(中

略)こちらは中学校の会場ですが、あの、本当に落ち着

いた態度で臨めていたなと思います。また、段々慣れ

ていくに連れて、こうしっかり手を上げて進んで発表

できている人が増えたことも、印象的でした。で、最

初の方で特に指名された何名かの人は最初、すごく緊

張したかなと思うのですけれども、しっかりと自分な

りの答えを黙ったままではなく伝えられていたのは

とても素晴らしいなと思いました。(中略)今日ベルが

鳴っていましたね。時間が限られたタイトな中であの

ーやっていた中でひょっとしたらうまく進められな

かった人もいたのじゃないかなと思うんですけど、や

っぱり新聞社の方って新聞を印刷して家庭に配るこ

とを考えるんですけど、時間が限られた中で、正確な

情報を分かりやすい言葉で、というお仕事をされてい

るわけですよね。その辺の難しさというものも、今日

しっかり感じ取られていたのじゃないかなあと思い

ます。(中略)あとは各個人の良かったなと思うところ

は私の方でつかないのですけれども書かせてもらっ

てまた送ろうと思いますので、ぜひ読んでいただけた

らと思います。 

コンプリメントカード：こんにちは。授業冒頭から最

後まで、しっかりとメモを取りながら説明を聞くこと

ができていました。動物園のパンフレットを見ながら、

丁寧かつ効率よく原稿づくりを進められていて、とて

もすばらしかったです。 

6回(X年９月)-11回(X年 11月) 

 その後も振り返りシートの記述ではAは高い関心と

SQの回答を維持し、コンプリメントカードでメモをし

ている態度を取り上げていた。 

12回(X年 11月) WOWWアプローチ 4回目 

振り返りシート:①8②9③9④7⑤10⑥9⑦②の「なぜ？

を問う力」では、戦国時代がなぜ始まったのかなど、

いろいろなことに興味を持てたので 9にしました。③

の「考える力」では、考えた問いの答えを考えられた

ので 9にしました。④の「分かって、伝える力」では、

班の人と話せたので 7にしました。⑤の「みんなと協

力して解決する力」では、班の人と意見をまとめられ

たので 10にしました。⑥の「学びに向かう力」では、

進んでメモをとれたので9にしました。⑧②の「なぜ？

を問う力」を 10にするために、自分の苦手な分野も進

んで考えるようにしたいです。③の「考える力」を 10

にするために、様々な可能性を考えられるようにした

いです。④の「分かって、伝える力」を８にするため

に、自分から進んで他の人と話せるように頑張りたい

です。⑥の「学びに向かう力」を10にするために、先

生からもらった資料は忘れずに全て読むようにした

科学教育研究センター紀要　Vol.3（2024）

54



いです。  

全体のフィードバック：まず個人でAさんがみんなの

発表や意見をメモしていて前に書かれている以外の

ことも書いていたのがよかったです。(中略)発表につ

いてかなり多くの人が手を挙げていたと思うのです

けど、今日発表した人手を挙げてもらってもいいです

か。これだけの人が手を挙げていたのはすごいと思い

ます。全体については先生が言ったことに対してえー

とか反応していたり、話し合いも一人一人が考えたこ

とを発言していて、全員で授業に参加している雰囲気

ができているなと思いました。さっき今日手を挙げた

人を聞きましたが、出てきた意見に対して否定するこ

となく、言いやすい雰囲気だったので自分から手を挙

げる人が多かったのではないかと思います。(中略)今

日はたくさん資料をもらったと思うので、まだ見きれ

ていない部分は思い出しながら家で見てください。 

コンプリメントカード：こんにちは。スライドの内容

を、細かく丁寧にメモすることができていましたね。

また、スライドの内容だけでなく、先生やみんなの意

見もしっかりとメモできていてことが素晴らしかっ

たです。よろしくお願いします。 

13回(X年 12月)-14回(X年 12月) 

変わらず振り返りシートの記述では A は高い関心と

SQの回答を示していた。 

15回(X+1年 1月) WOWWアプローチ 5回目 

振り返りシート:①8②8③9④5⑤5⑥9⑦②の「なぜを

問う力」では、「発酵とはどういう仕組みなのか？」な

ど小さな疑問を持つことができたので８にしました。

③の「考える力」では、先生が出した疑問を積極的に

解決しようとしたので９にしました。④の「分かって、

伝える力」では、自分が持っている疑問を理解してメ

ンターさんに聞くことができたので５にしました。⑤

の「みんなと協力して解決する力」では、友達と一緒

に顕微鏡の使い方について復習することができたの

で５にしました。⑥の「学びに向かう力」では、ヨー

グルトの作り方が気になったりと色々なことに興味

を持てたので 9 にしました。⑧②の「なぜを問う力」

を９にするために、自分が苦手な分野でも積極的に疑

問をもてるようになることです。③の「考える力」を

10にするために、もっと復習予習をしてある程度の知

識をつけるようにすることです。④の「分かって、伝

える力」を６にするために、同じ班の人や周りの人と

積極的に話せるようになることです。⑤の「みんなと

協力して解決する力」を６にするために、分からない

ことがあったら自分から聞きに行くことです。⑥の

「学びに向かう力」を10にするために、小さなことに

も疑問を持つ心をつくることです。  

全体のフィードバック：こんにちは。今日授業を見さ

せていただいた藤井です。 

今日の授業では、顕微鏡や実験に使う道具が目の前に

たくさんあったと思いますが、(中略)特に中学生のみ

なさんが高倍率でピントを合わせられていたり、顕微

鏡でピントを合わせることができた人が他の人に教

えてあげることができていたのも良かったです。実験

を進める中で分からないところは、持参している教科

書で確認したり、メンターさんや同じ机の子、同じ班

の子に聞いたりしてきちんと確認できていました。

(中略)今回は、タブレットで写真を撮ったり、メモを

したりと、タブレットを上手く使うことができていて、

その上で授業の内容をまとめる力が伸びているなと

感じました。これまでの授業でみなさんが学んできた

力が身についてきていることが伝わってきて、とても

素晴らしかったです。 

コンプリメントカード：こんにちは。科学の教科書を

持ってきていて、確認しながら実験を進めることがで

きていて素晴らしかったです。先生のお話を自分なり

にメモしてまとめることができていて良かったです。

よろしくお願いします。 

 

Aの考察 

Aの記入の特徴としては SQについて人材像ごとに評

価理由と次回目標を詳しく書いていて、積極的姿勢が

伺える。SQ の評価も高いものが多く、キャンプ（3-4

回）についてはほぼ満点となっている。初めてWOWWア

プローチを行った第 2回においてコーチが「最初先生

の話のときにメモを取っていて聞く姿勢がすごいと

思いました。スケッチも細かく丁寧にかけていてしっ

かり見ていると思いました。今後も先生の話を聞くと

きや観察し、記録するときにまた続けてみてください」

と全体のフィードバックと同様にコンプリメントし

た。この後の評価理由では「『なぜを問う力』では、昆

虫の講義・実習のとき、『なぜ特定のチョウがこんなに

いるのか』などと考えることができたので 10 にしま

した」(3回)「『なぜを問う力』では、なぜ新聞のつく

りが決まっているのかや、なぜ記事の整理整頓が大切

なのか、などを考えられたので８にしました。③の考
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える力では、どんな見出しにすれば面白いかや、どん

な文が読みやすいかなど、いつもよりたくさんのこと

を考えられたので 10にしました」(5回)といった記述

が見られるなどAに次第に考える姿勢が身につき始め

る記述が増えていた。また、興味は高いものの12回、

15回（共に 8）は若干落ちており、15回は他の回答も

低いものが見受けられるが、コンプリメントカード

「科学の教科書を持ってきていて、確認しながら実験

を進めることができていて素晴らしかったです」や全

体のフィードバックで指摘していることで、次回目標

に「②の『なぜを問う力』を９にするために、自分が

苦手な分野でも積極的に疑問をもてるようになるこ

とです。③の『考える力』を10にするために、もっと

復習予習をしてある程度の知識をつけるようにする

ことです」といった学び続ける目標が見られることは

WOWW アプローチのコンプリメントが生徒に効果を表

していると考えられる。このように適切にコンプリメ

ントを行うことにより。A の関心が維持され、積極的

姿勢を失わずにいると考えられる。 

2.B(小学６年生女子) 

初回(X年７月)欠席 

２回(X年８月)の振り返りシートの記入 WOWWアプロ

ーチ初回 

振り返りシート:①8②8③8④8⑤9⑥9⑦いろいろな問

題とかが話をよく聞いて分かったし、ゾウリムシを見

るときも、協力してできたと思うから。⑧考える力や

伝える力について、話を聞いて理解するところまで考

えられたら一つ上がれると思う。 

コンプリメントカード：こんにちは。スケッチが顕微

鏡を見ながら丁寧にかけていましたね。気づいたこと

を 1つだけではなく、たくさん書けていてすごいと思

いました。今後も観察して記録することがあると思う

ので、また続けてみてください。よろしくお願いしま

す。 

3回(X年８月キャンプ初日) 

振り返りシート:①10②4③８④7⑤９⑥8⑦なぜを問

う力では、疑問に思うことはあったけれど手を上げて

質問することができなかったので少し低めになりま

した。みんなと協力して解決する力では、昆虫の名前

を図鑑で探しているときに意見を聞きながら協力し

て解決できたので高めになりました。⑧自己評価が低

めのなぜを問う力は疑問に思ったことは手を上げて

質問して学習を身につけたらよいと思います。また、

手を上げて質問すると、学びに向かう力も数字が一つ

上がると思うので、まずは質問ができるようにする必

要があると思います。 

4回(X年８月キャンプ 2日目)欠席 

5回(X年８月)WOWWアプローチ 2回目 

振り返りシート:①9②８③10④8⑤1⑥9⑦協力して解

決するのは今日についてはあまり無かったので低く

なった。考える力では、新聞作りで考えながら作るこ

とができたので高くなった。⑧今回の新聞作りだけで

なく、協力するときにも相手に分かりやすく伝えられ

たらいいと思う。 

コンプリメントカード：こんにちは。２枚目にいくぐ

らい下書きがしっかり書けてすごいと思いました。取

りかかりがはやく、新聞に書くのもはやかったと思い

ます。これからも気づいたことや考えたことを書くと

き、何か作業をするときに続けてみてください。よろ

しくお願いします。 

6回(X年９月) 

振り返りシート:①8②9③8④3⑤1⑥10⑦1 階の展示室

の自由時間に、学芸員の人に質問ができたし、スライ

ドでもたくさんの情報を吸収できたから。⑧分かって

伝える力を上げるために、やはり手を上げて発表する

と良いと思う。 

7回(X年９月)欠席 

8回(X年 10月)WOWWアプローチ 3回 

振り返りシート:①9②8③10④8⑤7⑥9⑦考える力で

は、スケッチを描くときに、書くものをよく見て紙の

どこに書いたら絵が収まるだろうかということを考

えながら書くことができたので、高い評価になりまし

た。⑧私は、一人で大体のことはやるけれど、その一

人で行動することが良くないことになってしまった

ことがあったので、団体行動のときは、みんなに合わ

せるようにしたらいいと思いました。 

コンプリメントカード：こんにちは。影の中でもより

暗いところと少しだけ暗いところで分けて描けてい

ましたね。屋外でスケッチをするときに、先生が最初

に言っていた大まかに描いて後から付け足していく

ということができていて、話を聞いて実行していると

ころがすごいと思いました。これからも続けてみてく

ださい。よろしくお願いします。" 

9回(X年 10月)欠席 

10回(X年 10月) 
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振り返りシート:①9②8③9④7⑤9⑥9⑦今回の講座で

は、協力する力が最も重要だと思ったのでグループの

人達と協力しながら活動ができたので、協力する力を

高く評価できました。⑧分かって伝える力が他の評価

より低めなので、次の講座では自分で納得して他の人

に伝えていくことを意識したらいいと思いました。 

11回(X年 11月)欠席 

12回(X年 11月) WOWWアプローチ 4回 

振り返りシート:①8②7③9④9⑤10⑥8⑦今日は、協力

したり分かって伝えたりすることが多かったから、そ

のことを意識して授業が取り組めたから。⑧もっと自

ら発表したら伝える力が高くなるので、今度は発表し

たいし、考える力も次どうなるのかとか先読みをしな

がら授業に取り組みたい。 

コンプリメントカード：こんにちは。先生の話が始ま

ったらすぐ前を向いてしっかり聞けていましたね。甲

骨文字を読むときに隣の人と協力しながら進めてい

るのもいいなと思いました。これからも班で協力して

何かに取り組むことはあると思うので、続けてみてく

ださい。よろしくお願いします。 

13回(X年 12月)- 15回(X+1年 1月) 

その後も関心は回によって前後しながらも SQ の回答

は変化なく続いた、15回は欠席。  

 

Bの考察 

Bは各回により SQの評価にばらつきがあった。評価

理由や次回目標も各人材像にすべて記入するのでは

なく、評価理由は高いもの、次回目標は低いものと言

ったものに限られることが多い。加えて欠席もあり、

活動の連続性が得られにくいことも考えられる。 

これに対して、初めて WOWWアプローチを行った第 2

回においてコーチが「スケッチが顕微鏡を見ながら丁

寧にかけていましたね。気づいたことを 1つだけでは

なく、たくさん書けていてすごいと思いました。今後

も観察して記録することがあると思うので、また続け

てみてください」や「２枚目にいくぐらい下書きがし

っかり書けてすごいと思いました。取りかかりがはや

く、新聞に書くのもはやかったと思います。これから

も気づいたことや考えたことを書くとき、何か作業を

するときに続けてみてください」(5回、WOWWアプロー

チ 2 回目)とまとめやスケッチする姿をコンプリメン

トすることで「学芸員の人に質問ができたし、スライ

ドでもたくさんの情報を吸収できたから」(6回の評価

理由)、「『考える力』では、スケッチを描くときに、書

くものをよく見て紙のどこに書いたら絵が収まるだ

ろうかということを考えながら書くことができたの

で、高い評価になりました」(8 回の評価理由)といっ

た Bになぜ、どうしてと考える姿勢が身についていっ

たと考えられる。 

加えて「班のみんなは『やりましたー？』と言って確

認しながら進めていて、チームで協力して話し合って

取り組んでいるなあと思いました。」(2回、WOWWアプ

ローチ初回の全体のフィードバック)「先生の話が始

まったらすぐ前を向いてしっかり聞けていましたね。

甲骨文字を読むときに隣の人と協力しながら進めて

いるのもいいなと思いました。これからも班で協力し

て何かに取り組むことはあると思うので、続けてみて

ください。」(12回、WOWWアプローチ 4回目)といった

コンプリメントを行うことで「今回の講座では、協力

する力が最も重要だと思ったのでグループの人達と

協力しながら活動ができたので、協力する力を高く評

価できました」(10回の評価理由)や「今日は、協力し

たり分かって伝えたりすることが多かったから、その

ことを意識して授業が取り組めたから」(12 回の評価

理由)といった協力する記述が増えていったと考えら

れる。このようにBの考え、協力する姿勢についてコ

ーチがコンプリメントしていくことで効果的であっ

たと考えられる。 

 

3.C (小学 6年生男子) 

初回(X年７月) 

振り返りシート:①8②7③7④5⑤5⑥8⑦自分の考えを

持ちながらどうなるのかは考えたが伝えることや、協

力することは自分的に少なかったから。⑧積極的に協

力したり「なぜ？」と思う疑問を普段の生活の中から

でも見つけ出すこと。 

２回(X年８月) WOWWアプローチ初回 

振り返りシート:①8②7③8④6⑤6⑥7⑦聞いたことを

父と母に口で説明できるようになった。⑧自分の課題

を見つける。 

コンプリメントカード：こんにちは。今日は途中から

の参加で大変だったと思いますが、6 班のみんなと協

力しながら顕微鏡を見ていましたね。班のみんなと協

力しながら何かをするのは今後もあると思いますの

で、次からもまた今日のようにやってみてください。

また 8 月 27 日も見に来ますのでよろしくお願いしま
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す。 

3回(X年８月キャンプ初日) 

振り返りシート:①10②8③7④7⑤7⑥9⑦いろんなと

ころに疑問をもつようにしたから。⑧みんなと協力し

て、考えを深めることをする必要があると思う。 

4回(X年８月キャンプ 2日目) 

振り返りシート:①10②9③8④7⑤8⑥9⑦みんなと積

極的に話し合うことができた。⑧発表がそんなにでき

なかったので次からは積極的に手を上げたい。 

5回(X年８月) WOWWアプローチ 2回 

振り返りシート:①8②８③8④9⑤7⑥9⑦手を上げる

ことができ、自分の意見を言うことができた。⑧自分

の考えがより良くなるために考えをももう一度考え

直したり他の視点から考えてみたりする。 

コンプリメントカード：こんにちは。先生の話が始ま

ったらすぐにメモをとるようにしていていいなと思

いました。また、記事の中のキーワードを全ての枠に

かけていたところがすごいと思いました。これからも

先生の話を聞くときや、書くときに続けてみてくださ

い。よろしくお願いします。 

6回(X年９月)-11回(X年 11月) 

 その後も振り返りシートの記述ではCは高い関心と

SQを維持し、コンプリメントカードでは観察している

態度を取り上げていた。7回は欠席。 

12回(X年 11月)の振り返りシートの記入 WOWWアプ

ローチ 4回 

振り返りシート:①7②7③8④7⑤8⑥9⑦みんなと話す

ことができた。⑧自分の考えを前に出す。 

コンプリメントカード：こんにちは。話し合いの時に、

班の子の意見を聞いてから、自分の意見を言うことが

できていましたね。また、他の班がいま何をしている

のかを見て、やるべきことを判断できているのが素晴

らしかったです。よろしくお願いします。" 

13回(X年12月)-14回(X年 12月) 

振り返りシートの記述では C は⑤の SQ の回答が他と

比べ低くなっていたが、他は高くなっていた。 

15回(X+1年1月)の振り返りシートの記入 WOWWアプ

ローチ 5回 

振り返りシート:①8②7③9④8⑤8⑥9⑦疑間を持ちな

がら、活動することができたから。⑧自分の考えを伝

えたりする。 

コンプリメントカード： "こんにちは。タブレットを

上手に活用して実験ができていましたね。次の作業に

移る時にはタブレットをしまって切り替えができて

いてすごいなと思いました。メンターさんにカバーガ

ラスや鉛筆をもらったときに、きちんとお礼を伝えて

いて素晴らしかったです。よろしくお願いします。 

Cの考察 

Cは SQの評価は全般的に高く，評価理由，次回目標

も具体的であった。例えば初回では評価理由が「自分

の考えを持ちながらどうなるのかは考えたが伝える

ことや、協力することは自分的に少なかったから」、次

回目標が「積極的に協力したり『なぜ？』と思う疑問

を普段の生活の中からでも見つけ出すこと」といった

記述で簡潔ながらもC自身ができたこととやこれから

したいことを明確にしていた。このような Cに対して

コーチは「班のみんなと協力しながら顕微鏡を見てい

ましたね。班のみんなと協力しながら何かをするのは

今後もあると思いますので、次からもまた今日のよう

にやってみてください」(2 回、WOWW アプローチ 1 回

目)「話し合いの時に、班の子の意見を聞いてから、自

分の意見を言うことができていましたね。また、他の

班がいま何をしているのかを見て、やるべきことを判

断できているのが素晴らしかったです」(12 回、WOWW

アプローチ 4 回目)といったグループ活動での協力的

な姿勢をコンプリメントした。このようなコンプリメ

ントを受けて Cの次回目標の記述に「みんなと協力し

て、考えを深めることをする必要があると思う」（4回）

や評価理由に「みんなと積極的に話し合うことができ

た」(4回）といったグループ活動の記述が多くなった。

このように協力する姿勢を取り上げてコンプリメン

トすることで、「みんなと協力して解決する力」が身に

ついていったと考えられる。 

Ⅴ.考察 

1.スケーリング・クエスチョン 

 本研究ではジュニアドクター育成塾の各回の取り

組みについて SQ を用いて振り返ってもらった。本研

究での試みでは従来の WOWW アプローチにおける自ら

の目標設定は行えていないため、ジュニアドクター育

成塾が目指す人材像５つをそのまま SQ として設定し

ている。SQの活用について考えたい。 

 A については前述の通り、育てたい人材像ごとに評

価理由を書いており、丁寧な振り返りができているも

のと考える。次回目標も 10 に至っていない項目を書
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き、明確に次回に意欲を持って、臨んでいけたと考え

られる。それゆえにSQも高い評価のものが多く、高い

水準を維持できたと考えられる。Bや Cは Aよりは簡

潔なものが多いが、SQを行うことにより、講座を振り

返っている。参加児童生徒に SQ の評価理由や次回目

標を書いてもらうことにより，授業の振り返り，省察

に繋がっていると考える。 

 しかし、評価項目が多くなっていることで児童生徒

が評価理由、次回目標ごとに丁寧に振り返ることが難

しくなっている。相模(2015)の大学教育における WOWW

アプローチに関する実践では学生自ら目標を設定す

ることの重要性が挙げられている。今後は児童生徒自

らで目標を設定することでより振り返る事ができる

可能性があり、検討が必要になると考えられる。 

 

2.WOWWアプローチ 

 次に本研究で行った WOWW アプローチについて検討

したい。本研究では従来のWOWWアプローチと比べて、

前述した目標設定やフィードバックにコーチが入る

回数など簡素な形式で行っており、その効果は限定的

なものであると考えられる。しかし個人をコンプリメ

ントカードでコンプリメントすることで児童生徒が

意欲を持って次回に参加できるようになっているこ

とが考えられる。A の事例ではコンプリメントカード

でコーチがメモしていることをコンプリメントする

ことでAに次第に考える姿勢が身につき始める記述が

SQ の評価理由に増え、「考える力」に影響があったと

考えられる。B の事例ではコンプリメントカードでコ

ーチがメモや話を聞く姿勢、グループで協力している

姿にコンプリメントすると、B になぜ、どうしてと考

える姿勢や協力する記述が SQ の評価理由に見られ、

「なぜを問う力」に影響があったと考えられる。C に

ついては協力する姿勢を取り上げてコンプリメント

することで「みんなと協力して解決する力」に影響が

あったと考えられる。Kelly, Liscio, Bluestone-

Miller, &Shits( 2012)は WOWWアプローチを行うこと

で報告申告済み欠席数，無断欠席数，遅刻数が少なく

なることにおいて有意な結果が得られたと報告して

おり、本研究の 3事例もジュニアドクター育成事業へ

の参加意欲や意志に影響があったと考えられる。 

3 事例の検討のみであるが、WOWW アプローチでコー

チたちが全体，個別にコンプリメントしていくことに

より，参加児童生徒が育てたい人材像に向かって努力

するサポートが行えていると考えられる。こうした試

みによりジュニアドクター育成塾自体への参加意欲

が上がり、そのことが児童生徒自身の関心の偏りをな

くし、ゼネラリスト育成への一助につながることが期

待される。本研究の試みでは限定的な関わりであった

ため、今後は回数を増やして、児童生徒の変化を丁寧

に見ていく関わりが求められると考えられる。 

 

3.今後の課題 

本研究の試みではWOWWアプローチについて限定的な

介入しか出来ておらず、その効果についても僅かなも

のと考えられる。しかし、検討する中で児童生徒の変

化は確認でき、今後の発展が望まれると考える。今後、

1で述べた目標を設定しての SQの実施や 2.での WOWW

アプローチの介入の増加に加えて、SQの評価理由と次

回目標についてコーチとの個別の振り返りも改善が

必要と考えられる。 

ジュニアドクター育成事業におけるWOWWアプローチ

の実践について、今後きめ細やかな実践が必要と考え

る。 
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